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自主防災組織の結成で防災力の強化を

災害がおきてしまったら…

命を救う

1 2

災害時こそ地域の結束を

記憶を教訓に

※バイアス…心理学で偏見、先入観、思い込みなどの意味。

意識の転換

一人ひとりの力には限界があります。阪神・淡路大震災
の際、救助が必要な人の約8割を助けたのは近隣住民で
した。被災後の公的援助やボランティアの支援では担え
ないもの…それはスピード。
信号が止まり、道路が割れ、倒壊した建物が道を塞ぎ、
橋が落ちると交通網が麻痺します。当然、消防隊や救急
隊の到着も遅れることが想定され、そればかりを頼りに
するには限界があります。発災直後に困っている人命を
救えるのは"あなた"なのです。

自主防災組織は、地域住民による任意の防災組織。その
主な母体は自治会です。地域にどういう人がいるか、そ
の人は支援が必要な人か、どういう経路で避難させるか
など、被災時にいち早く周りの人を救助できるのは地域
のことを分かっている住民の皆さん自身。市では、自主
防災組織を支援しています。結成を検討している場合は、
問い合わせてください。

災害の記憶は時間の経過とともに風化してしまいます。
しかし、いつか来るそのときのために記憶を教訓として
胸に刻まなければなりません。
あなたが守りたいものはありますか。
そのために今日から何ができますか。

非常用持出品
チェックリスト
□貴重品
　預金通帳、印鑑、
　保険証など

□食品
□救急用品
　絆創膏、包帯、
　消毒液など

□マスク
□ヘルメット
□飲料水
□衣類
□懐中電灯
□軍手
□予備電池・ラジオ
□毛布・タオル
□下着
□洗面用具
□ウェットティッシュ
□使い捨てカイロ

ハザードマップなどで状況を確認。
□危険箇所
　・家具などは固定されているか
　　（自宅の中、特に寝室など）
　・浸水想定区域はあるか
　・土砂災害警戒区域はあるか　など
□安全な場所
　・家の中でどこが一番安全か
　・最寄りの避難所はどこか

身の回りの
危険と安全を知る

被災時は72時間を境に生存率が急減

《
心
肺
蘇
生
法
の
流
れ
》 決め事を話し合う

防災家族会議を開いて　みんなで確認しましょう

災害時は電話がつながらない場合が
あります。家族がそれぞれ別々の場
所で被災したときに、合流したり意
識を共有できるように事前に決め事
を設けましょう。

□集合場所はどこにするか
□どうやって連絡をとりあうか

減
災

災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
起
こ
り
う
る
危
機
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
起
こ
っ
て
か
ら
で

は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
起
こ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
備
え
る

こ
と
。
明
日
か
も
し
れ
な
い
そ
の
と
き
の
た
め
に
…
災
害
か

ら
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
…
減
災
の
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
難
勧
告
が
出
た
の
に
避

　
　
　
　
難
せ
ず
被
害
に
あ
っ
た

り
、
危
機
が
す
ぐ
そ
ば
に
迫
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
誰
も
声
を

あ
げ
ず
に
集
団
で
被
害
に
遭
う
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
人
が
異
常
事
態
に
遭

遇
し
た
と
き
「
正
常
性
バ※

イ
ア

ス
」と「
多
数
派
同
調
バ
イ
ア
ス
」

と
い
う
２
つ
の
心
理
が
働
く
た
め

と
さ
れ
ま
す
。
前
者
は
、
遭
遇
し

た
事
態
に
対
し
「
そ
ん
な
は
ず
は

な
い
」「
自
分
は
大
丈
夫
」
な
ど
、

本
人
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
希
望

や
願
望
が
優
先
さ
れ
る
心
理
状
態

の
こ
と
。
後
者
は
、
自
分
以
外
に

大
勢
の
人
が
い
る
と
、
と
り
あ
え

ず
周
り
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
心

理
状
態
の
こ
と
で
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
の
全
て
が
悪
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
害
を
拡
大
さ
せ
る
思
い
込
み

damage reduction

不
安
に
思
う
気
持
ち
を
理
性
で
抑

制
し
よ
う
と
し
た
り
、
周
り
に
同

調
す
る
と
い
う
行
為
は
、
社
会
で

生
活
す
る
上
で
必
要
な
も
の
。
し

か
し
、
一
刻
を
争
う
災
害
現
場
で

は
、
と
き
に
判
断
を
誤
る
要
因
に

な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
危
機
を
想
定
す
る

72時間の壁

発災～2分2～5分5～10分10分～半日半日～3日3日以降

二次災害を防ぐ 命を守るまちを守る生活を守る復旧・復興へ

身
の
安
全
を
最
優
先

落
下
物
や
家
具
の
転
倒
に
警
戒
を
。

机
の
下
に
隠
れ
た
り
、
バ
ッ
グ
や
ク

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
頭
部
を
保
護
。

火
の
始
末
・
出
口
の
確
保

台
所
・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
の
始
末
。

避
難
時
は
ブ
レ
ー
カ
ー
や
ガ
ス
の
元

栓
の
閉
を
忘
れ
ず
に
。
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
設
置
も
視
野
に
。

災
害
・
避
難
情
報
の
入
手

家
族
の
安
否
確
認
、
家
屋
の
被
害
状

況
を
点
検
し
、
避
難
が
必
要
か
ど
う

か
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
収
集
。

隣
近
所
の
安
否
確
認
・
救
助

生
き
埋
め
、
負
傷
者
、
火
災
が
起
き

て
い
な
い
か
、
声
を
掛
け
合
っ
て
確

認
。
安
全
な
場
所
へ
の
誘
導
も
。

２・３
日
は
自
分
で
し
の
ぐ

電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

や
食
品
の
流
通
が
途
絶
え
る
た
め
、

自
宅
の
備
蓄
品
で
し
の
ぐ
。

地
域
力
を
生
か
し
た
復
興
活
動

防
災
機
関
の
応
急
・
復
旧
活
動
が
本

格
化
。
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
行

政
な
ど
が
協
働
で
歩
み
を
進
め
る
。 　

災
害
時
に
自
分
の
目
で
異
常
や

変
化
を
察
知
し
、
ど
の
よ
う
に
行

動
に
つ
な
げ
る
か
…
そ
れ
に
は
普

段
か
ら
自
分
の
身
の
回
り
に
潜
む

危
機
を
想
定
す
る
意
識
を
養
い
ま

し
ょ
う
。
倒
れ
た
り
落
下
し
て
く

る
も
の
は
な
い
か
。
雨
は
ど
こ
に

流
れ
て
い
く
の
か
。
外
出
先
で
被

災
し
た
ら
。
安
全
な
場
所
は
ど
こ

か
。
家
族
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な

っ
た
ら
…
。

　
い
つ
で
も
正
し
い
判
断
が
導
け

る
よ
う
、
普
段
か
ら
災
害
を
意
識

し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

大規模な災害発生時にNTT東日本から
提供される伝言サービス。171をダイ
ヤル後、ガイダンスに従い、伝言の録
音と再生で互いの安否確認が可能です。

171
▶

▶

災害用伝言ダイヤル

録音の方法

１を押す

自分の電話
番号を市外
局番で入力

相手の電話
番号を市外
局番で入力

再生の方法
▼

▼

▼

▼

▼

▼
2 を押す

171 にダイヤルする

▶問い合わせ　本総務課　☎0287（62）7150

避

助けを呼ぶ（119番通報＋ AEDの手配）

軌道の確保  と  呼吸の確認
楽
な
体
勢
に
し
て

様
子
を
見
守
る

胸骨を圧迫（30回）
※圧迫は強く、早く（100回／分）、絶え間なく

圧迫解除は胸がしっかり戻るまで

AED の到着
電源を入れ、電極パッドを装着
（機械のアナウンスに従う）

心電図の解析
電気ショックは必要か？

普段通りの
呼吸をしているか

反応の確認 処置

観察

電気ショック1回
その後、ただちに胸骨圧迫を再開 その後、ただちに胸骨圧迫を再開

反応なし

している

していない

必要あり 必要なし


